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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・高田　マキ様～母様より架電あり、実妹の職場の頻回に電話をかけており妹様から控えて欲しいと電話がありました。本人から架電希望があった際は架電先を確認してください。妹様の職場に架電するようであれば控えるよう言われている事を伝えてください。
・續石　啓介様～不眠時：ブロチゾラム(0.25)　苛々時：セパゾン(2)がそれぞれ10回分処方となっています。また他科薬、服用可の指示出ています。
・菅井　浩子様～シンラック液1本処方となっています。
・山本　真智子様～4/18　東病棟より西Bユニット31号室へ転入予定です。女性部屋がないため、31号室の患者様を下記へ移動してください。
高橋　義明様：B29号室へ
鳴瀬　裕之様：B26号室へ
夏坂　浩美様：B28号室へ

＜田名部Ｄｒ.診察情報＞
・若松　澄子様～他患者の眼鏡を盗っていないか確認されると首を横に振り否定しています。前回同様に他室侵入や他者の物を盗らない様に注意を受けています。

・泉川　ケイ子様～徐々に痺れが強くなってきているような感じがすると話していますが、坐薬は使用せず様子をみていると話しています。今後について青山荘を検討してみるよう主治医から説明されています。
・成田　賀枝様～身体不調の訴えはない。先日の面談結果や食事のことなどについて不満を訴えています。退院要求が強く、診察終了後も動こうとせずスタッフの介助にて退席しています。前回の採血結果でγ-GT高値のため4/18(水)に腫瘍マーカーの採血を行うよう指示あります。
・石井　幸子様～退院の目途について気にかけています。短時間でのデイケア体験利用をしていくことと外出泊訓練を行い5月中の退院を目指していくことを説明されています。本人は「デイケアはもう見てきたので・・・」と体験利用については拒否的です。臨時薬は一部変更となり処方となっています。本人退院について気にしているため所在確認していきましょう。
・高田　マキ様～診察の声掛けするも「てめぇなんて主治医じゃねぇ！」と暴言を吐き拒否しています。
・高橋　義明様～幻聴は少なくなってきていると話しています。独語は今までと同じように「政治のことについて」と話しています。診察中は独語なく受け答えスムーズです。作業中に眠気があると話し臨時薬一部変更となり処方となっています。
・杉澤　恵子様～娘夫婦と外出に行ってきたことを楽しそうに話しています。夜間トイレのため覚醒後眠れなくなることを訴えています。その際に着替えをすると話しており着替えはせず再度臥床するよう説明されています。ハップスター1P処方されています。
・獅子畑　かおり様～眉間にしわを寄せ診察室へ入ってきていますが特に身体不調や悲観的な訴えは聞かれず落ち着いた様子で診察を受けています。退院後は今まで利用していた就労支援B型「あさひ」の利用を再開していく予定であることを話しています。臨時薬は同内容で3日分のみの処方となっています。
・吉島　知寿子様～「退院させてください。これ以上猶予はありません。」「午後にでも出ます」と退院の訴え頻回にあります。退院先の住所が確定しないことには退院できないことを説明されるが「それはプライバシーなので教えられません」と納得せずにいます。退院後の住居の決定とケア会議を開いてからの退院になること何度も説明されています。

＜皮膚科診察情報＞
・石井　幸子様～同処置継続となっています。本人治癒したと言い軟膏塗布していない事が多いため塗布するよう促してください。

・大上　なみ様～右第2趾の爪に発赤あります。皮疹は軽減しています。同処置継続となっています。
・小田　タネ様～足底～足関節にかけて痒みあり、膿疹、表皮剥離著明にあります。湿布を3日間貼付していたことが原因だと思われます。足底にはデルモゾールDP軟膏塗布しその上からガーゼ保護してください。また、本人には湿布は貼付しないよう説明してください。タベジール7日分処方となっています。
　　　　　　　　体幹・四肢の発赤・丘疹が増強しているため、症状が落ち着くまで軟膏はスタッフ管理としていきます。

・清水　徹様～両足は特変ありませんが両手に発赤・落屑見られています。足と同じ処置を行ってください。
・泉川　ケイ子様～趾間に軽度発赤・落屑あり、足白癬と診断受けています。テルビナフィンクリーム塗布するよう指示あります。他は同処置継続となっています。
・高橋　義明様～背部に膿疹・瘢痕・痒みあります。ナジフロクリーム塗布するよう指示あります。
・石橋　隆夫様～両下腿の落屑・痒みあり、慢性湿疹の診断受けています。タベジール7日分処方となっています。また、1日2回(9時、16時)デルモゾールDP軟膏塗布するよう指示あります。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～昨日シンラック服用していますが本日は排便ありません。活動には参加していますが、座ってボーっとしている時間が多いです。
・松川　順子様～朝昼レストランへ移動し全量摂取しています。プログラムは不参加していますが不参加の断りのため作業室にはいく事出来ています。精神症状の観察を引き続き観察していきましょう。
・高山　英佐様～変わらず不眠を訴えブロチゾラムを服用しています。日中は作業で静かに読書をして過ごしています。
・向井　敦子様～午前中はAホールをウロウロとして活動になかなか参加せずにいます。また、洗濯を気にする様子あります。対面時は穏やかで妄想言動はありません。
・夏坂　浩美様～幻聴については「少しある」と話しており、15：00に頓服服用しています。各プログラムには参加する事出来ています。
・佐々木　睦子様～下顎や上肢の不随運動は持続していますが日課への支障はありません。各プログラムは参加しています。
・獅畑　かおり様～作業や活動には参加しており、余暇は他者交流みられています。
・船田　泰子様～各食1/2摂取しています。移乗や起き上がりはゆっくりだが自力で行う事出来ています。
・佐々木　悦子様～他者や東の残飯を盗ることあります。窒息などの原因にもなるためレストラン移動の際は見守りしていきましょう。盗食もあるため明日主治医へ情報提供し、食事を大盛りへ変更できるかを検討してください。

＜面談＞
・獅畑　かおり様～母、義父、本人、主治医にて面談実施。主治医より現在の状態について説明。家族はいきなり自宅へ退院する事に不安を感じている様子。そのため外泊訓練を行ってから退院の方向となる。21日（土）～22日（日）で外泊訓練を行うこととなる。
・退院後は就労支援B型「あさひ」を3回/週から利用していく。
・自宅に朝早くから夜遅くまで義父の弟が来ることが大きなストレスとなっている。同じ環境に退院となることで症状の再燃が考えられるが1度は自宅へ退院し、駄目であれば今後の退院先について検討していくこととなる。
・石橋　隆夫様～長男夫婦来院。面談行う。妻様は現在週に2回病院へ行き、リハビ
リを行っているとの事。今までに2回程外泊をしてきたが、担当医
から見て、退院しても良い状況なのか聞いている。担当医より、薬
物調整を行い、通院に切り替えしてもいいが、退院前にもう一度外
泊してもいいのではないかと提案している。家族も了承されている。
外泊の日程は後日病棟に連絡が入る予定。外泊後、退院予定となる。
＜深澤Ｄｒ処方＞
・小田　タネ様～耳鳴りがあるなど、訴えが多いため4/18朝からシナール３Ｐ
　　　　　　　　３×毎食後処方となっています。
・小笠原　笑子様～臨時薬が明日からイフェクサーＳＲカプセル(７５)１カプセル　１×寝る前追加となり15日分処方となっています。
・髙山　英佐様～治験評価行っています。治験薬７日分出ています。お腹に力は入る、夜になると足がムズムズするなどの訴えあります。不眠時のＩＦオーダー変更となり、ブロチゾラム(0.25)１Ｔからハルラック(0.25)１Ｔへ変更となっています。
